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解答・解説

児童プリントの答え

1. ちがう。水よう日。 お知らせは「遠足は水よう日」としています。AI回答例の「火よう日」と一
致しません。

2. 木よう日。 雨の場合の条件を読みます。

3. いいえ。 自信がありそうな言い方だけでは、正しい根拠になりません。

4. 晴れなら水よう日。雨なら木よう日。 どちらもお知らせに書かれています。

5. 先生やおうちの人に聞く。 資料や条件が確かめられないときは、決めつけません。

6. 例：もとの資料を見て、日付や条件をくらべる。 3手順や相談を自分の言葉で書けていれば正解
です。

採点の目安

- 問1〜5は各1点、問6は2点。合計7点。

- 問4・6は表現が違っても、根拠を確かめる行動が書けていれば認めます。

- 問5で複数選択した場合、「先生やおうちの人に聞く」を含み、決めつける選択を最終判断にして
いないか確認します。迷った児童には理由を聞きます。

- 誤答は「AIはいつも間違う」「紙ならいつも正しい」という意味に直結させず、今回のお知らせ
に照らして考え直します。

授業前・授業後の短い評価課題

授業前（2分、授業展開の導入に含む）

「AIが『遠足は火よう日。ぜったいだよ』と言いました。どうしたらよい？」を個人で一言または
絵で記録する。採点せず、確認する前に信じる／資料を見る／人に聞くのどれが出たかを見る。

授業後（3分、授業展開の最後に含む）

同じ問いにもう一度答える。「何を見て、どの条件を比べるか」「分からないときどうするか」の2
点を確認する。各1点、計2点。例：「お知らせを見て、晴れか雨かを読む。見つからなければ先生
に聞く。」

解説の要点

- この架空例で分かるのは、AI回答例が提示された架空のお知らせと食い違うことです。AI一般の
正答率を示す例ではありません。

- お知らせ自体にも日付や条件が書かれています。別の日の情報と比べる場合は、その情報の日付・
対象・条件が同じかを見ます。

- もとの資料も常に正しいとは限りません。矛盾や不明点があれば、先生やおうちの人と別の根拠を
確かめます。

- 「ハルシネーション」は先生向けの参考語です。児童には「根拠が十分でない内容を、もっともら
しく答えることがある」と説明すれば十分です。


